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11 月 ・12 月 の 催 し 物

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から１年間、何度でも入場で

きるお得な年間観覧券（1,500円）が
もっとお得になりました！詳細は紙の
博物館ホームページをご覧ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◆中田耕一墨絵展
　11月13日（日）まで開催中
　土佐和紙を使った墨絵展。土佐和

紙を使って雪舟や鳥獣戯画など古
典を独自に研究し、墨の表現を探
求してきました。作品にどのように
墨画がいかされているのか、是非
ご高覧ください。

◆リチャード・アンセル展
　「大正から昭和の空をかけた新

聞社機たち」
　11月2日（水）～11月13日（日）
　大正12年～昭和14年に高知新聞

社・毎日新聞社・朝日新聞社など
で使われていた新聞社機をテー
マにコンピューターで描き起こし
た緻密な飛行機画約50点と、ポ
スター・絵はがき・缶バッジ・スト
ラップなどを展示します。

◆「みんなが笑顔になるら・ら・らコ
レクション2016」作業所ら・ら・ら

　第１０回グループ展
　11月11日（金）～11月30日（水）
　アート活動で制作された、個人・グ

ループ作品約70点を展示します。

◆土佐愛石会
　「石は地球の宝物だ」展
　11月18日（金）～11月20日（日）
　土佐愛石会会員が、仁淀川や四万

十川、室戸海岸などで探石した石
約50点を展示します。

◆百瀬恒彦和紙写真展
　いの町の紙を使って
　～マザー・テレサ「祝・列・聖」～
　～楽・閑・旅「絵葉書的巴里」～
　11月19日（土）～12月4日（日）
　いの町の和紙に乳剤を塗って昔な

がらの印画紙を作成、それを使っ
ての暗室作業で作った作品約40
点を展示します。

　11月19日（土）14：00～  作品解説

◆桂月会秋の石展
　11月25日（金）～11月27日（日）
　桂月会の展示会です。四万十川石、

仁淀川石、室戸鉄丸石など約50点
を展示します。

◆紙ものまつりin高知
　12月9日（金）～12月11日（日）
　手紙社のかわいい紙ものを一堂

に展示販売します。紙を通じて心
ときめくひと時をお楽しみくださ
い。

◆「2017・草流舎　素朴な干支
と縄文のプシュケ」展

　12月17日（土）～1月9日（月）
　往古より伝えられてきた素材の力

を借りて「昔を今にする」。郷土人
形など約550点を展示します。

品作 募 集
■手づくり紙芝居コンクール
　募集期間
　11月1日（火）～12月11日（日）
　本選及び表彰式　1月15日（日）
　参加料　無料
　自作自演の手づくり紙芝居コン

クールを開催します。子どもからお
年寄りまで楽しめる紙芝居を作っ
てみませんか。予選通過者には、
本選で実演していただきます。

■第１０回全国土佐和紙はがき絵展
　募集期限　１２月２３日（金）まで
　土佐和紙を多くの人に知っていた

だき、その素晴らしさを実感して
もらおうと全国からはがき絵作品
を募集します。応募には、指定の
土佐和紙はがきをご利用ください。
紙の博物館で販売しています。5
枚セット（サンプル１枚付）…250円

　作品募集に関する詳細は、紙の博
物館ホームページをご覧ください。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

◇正寿窯グループ展
　“人生は後半戦がおもしろいpart2”
　11月３日（木）～１１月７日（月）
　いの町の「土佐 伊野焼 正寿窯」の

教室の生徒さんによる展示会です。
焼き物の楽しさを知って頂くために
形にとらわれず、自由に創作した陶
芸作品、約130点を展示します。

◇まったりと生活骨董＆古布展22
　11月11日（金）～11月13日（日）
　日曜市でおなじみの古美術高陽堂

の展示会です。江戸～昭和の漆器、
陶磁器、家具、戦前戦後のレトロな
生活雑貨など約500点を展示販売
します。

◇戸田清次　光の水彩画展
　11月20日（日）～11月27日（日）
　四万十町出身の戸田清次さんの

水彩画展です。各地の自然、渓谷、
水、光を描いた水彩画を楽しんで
いただきたく約30点を展示販売し
ます。

◇モロッコ敷物・ラグとヨーロッパ
テーブルウェア コレクタブル展

　11月30日（水）～12月4日（日）
　高知市、ギャラリーカフィラの展示

会です。
　主にモロッコ・トルコのあたたかい

手織りラグ、風格のあるカーペット
など中近東を中心とした敷物約30
点、一点もののお皿などの陶器類
約50点を展示販売します。

◇南の風～冬服＆ちょっと楽しい
　手作りいろ・色展
　12月9日（金）～12月13日（火）
　南の風グループの展示会です。

ちょっとお洒落な普段着をテーマ
に冬の洋服、布小物類、アクセサ
リー、干支飾り、手づくり材料の着
物など合わせて約120点を展示販
売します。

紙の博物館

 893-0886
●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 　　　　　（ただし、祝日は開館し翌日休館）

http://kamihaku.com/ 検索


